
シリーズ5年下第14回・くわしい解説

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると1点で交わる。

・相似な図形の場合，面積比は平方数の比になる。

・ 〃 体積比は立方数の比になる。

・立方体を切断したときの切り口の図形

三角形，二等辺三角形，正三角形，

台形，平行四辺形，ひし形，正方形

五角形

六角形，正六角形

(直角二等辺三角形，正五角形はできない)

(七角形，八角形，…はできない)
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シリーズ５下第１４回 くわしい解説

基本 1 (1)

ワンポイント 切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

切り口の線を書くときのルール

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

ＰからＱまで線を引いてＯＫです。

ＰＱは，立方体の前の面にあるからです。

ＱからＲまで線を引いてＯＫです。

ＱＲは，立方体の右の面にあるからです。

ＲからＰまで線を引いてＯＫです。

ＲＰは，立方体の上の面にあるからです。

ＰＱＲは三角形で，しかもＰＱ，ＱＲ，ＲＰの長さは

等しいです。なぜなら，三辺とも立方体の正方形の面の

対角線だからです。

よって，三角形ＰＱＲは正三角形になり，答えはオです。

Ｑ

Ｐ

Ｒ

Ｑ

Ｐ

Ｒ

Ｑ

Ｐ

Ｒ
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シリーズ５下第１４回 くわしい解説

基本 1 (2)

ワンポイント 切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

切り口の線を書くときのルール

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

ＰからＱまで線を引いてＯＫです。

ＰＱは，立方体の前の面にあるからです。

ＱからＲまで線を引いてＯＫです。

ＱＲは，立方体の下の面にあるからです。

ＲからＰまで線を引いてＯＫです。

ＲＰは，立方体の右の面にあるからです。

ＰＱＲは三角形で，しかもＰＱとＰＲの長さは等しい

です。なぜなら， と となっているからです。

ＱＲは となっているので，ＰＱやＰＲより短いです。

よって三角形ＰＱＲは，ＰＱとＰＲだけが同じ長さの二等辺三角形になり，答えは

イです。

Ｑ

Ｐ

Ｒ

Ｑ

Ｐ

Ｒ

Ｑ

Ｐ

Ｒ

Ｑ

Ｐ

Ｒ

Ｐ

Ｑ

Ｒ
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シリーズ５下第１４回 くわしい解説

基本 1 (3)

ワンポイント 切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

切り口の線を書くときのルール

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

ＰからＱまで線を引いてＯＫです。

ＰＱは，立方体の左の面にあるからです。

ＱからＲまで線を引いてＯＫです。

ＱＲは，立方体の前の面にあるからです。

ＲからＰまでは，線を引いてはいけません。

なぜなら，ＲＰは立方体の表面を通っておらず，内部を

通っているからです。

そこで，「平行な面は切り口の線も平行」というルールを

利用します。左の面と右の面は平行ですから，切り口の線

も平行になるように，Ｒから線を引きます。

さらに，前の面と後ろの面は平行ですから，切り口の線も

平行になるように，Ｐから線を引きます。

できた形は，上の面や下の面とまったく同じですから，

正方形です。よって答えはサです。

Ｑ

Ｐ
Ｒ

Ｑ

Ｐ
Ｒ

Ｑ

Ｐ

Ｒ

Ｑ

Ｐ
Ｒ

Ｑ

Ｐ
Ｒ
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シリーズ５下第１４回 くわしい解説

基本 1 (4)

ワンポイント 切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

切り口の線を書くときのルール

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

ＰからＱまで線を引いてはいけません。

なぜなら，ＲＰは立方体の表面を通っておらず，内部を

通っているからです。

ＱからＲまで線を引いてＯＫです。

ＱＲは，立方体の右の面にあるからです。

ＲからＰまで線を引いてＯＫです。

立方体の辺そのものだからです。

ＰＲと平行になるように，Ｑから線を引き，

(次のページへ)

Ｑ

Ｐ Ｒ

Ｑ

Ｐ Ｒ

Ｑ

Ｐ Ｒ

Ｑ

Ｐ Ｒ
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シリーズ５下第１４回 くわしい解説

ＱＲと平行になるように，Ｐから線を引きます。

四角形ができますが，ＰＲとＲＱの長さは等しくないので，

この四角形は正方形ではありません。

ところで， の太線 は，間の角が直角になっていること

はわかりますね。この太線を手前に回転させて のようにしても，

を回転させただけで，間の角が直角のまま変わっていません。

よって， のアとイの間の角は直角のままなので，この四角形は角が

直角になっているのですから，長方形です。

答えはコです。

Ｑ

Ｐ Ｒ

イ

Ｑ

Ｐ Ｒア
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シリーズ５下第１４回 くわしい解説

基本 1 (5)

ワンポイント 切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

切り口の線を書くときのルール

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

ＰからＱまで線を引いてＯＫです。

ＰＱは，立方体の上の面にあるからです。

ＱからＲまで線を引いてＯＫです。

ＱＲは，立方体の前の面にあるからです。

ＲからＰまで線を引いてはいけません。

なぜなら，ＲＰは立方体の表面を通っておらず，内部を

通っているからです。

そこで，「平行な面は切り口の線も平行」というルールを

利用します。前の面と後ろの面は平行ですから，切り口の線

も平行になるように，Ｐから線を引きます。

(次のページへ)

Ｑ

Ｐ

Ｒ

Ｑ

Ｐ

Ｒ

Ｑ

Ｐ

Ｒ

Ｑ

Ｐ

Ｒ
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シリーズ５下第１４回 くわしい解説

最後に点と点を結ぶと，右のような四角形になります。

右の図のアとイは平行な辺です。

平行な辺はこの 1組しかないので，この四角形は台形です。

答えはキです。

Ｑ

Ｐ

Ｒ

Ｑ

Ｐ

Ｒ

ア

イ
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シリーズ５下第１４回 くわしい解説

基本 1 (6)

ワンポイント 切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

ＰからＱまで線を引いてＯＫです。

ＰＱは，立方体の左の面にあるからです。

でも，ＱからＲ，ＲからＰは線を引いてはいけません。

立方体の内部を通るからです。

そこで，「平行な面は切り口の線も平行」というルールを

利用します。右の面と左の面は平行ですから，切り口の線

も平行になるように，Ｒから線を引きます。立方体の辺と

ぶつかった点をＳとすると，

ＳからＰまで線を引いてＯＫです。

ＳＰは，立方体の後ろの面にあるからです。

ここでまた，「平行な面は切り口の線も平行」というルール

を利用します。前の面と後ろの面は平行ですから，切り口の

線も平行になるように，Ｑから線を引きます。立方体の辺と

ぶつかった点をＴとすると，

ＴからＲまで線を引いてＯＫです。

ＴＲは，立方体の下の面にあるからです。

これで，切り口の形は五角形になりました。

答えはシです。

Ｔ

Ｔ

Ｑ

Ｐ

Ｒ

Ｑ

Ｐ

Ｒ

Ｓ

Ｑ

Ｐ

Ｒ

Ｓ

Ｑ

Ｐ

Ｒ

Ｓ

Ｑ

Ｐ

Ｒ

Ｓ
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シリーズ５下第１４回 くわしい解説

基本 2 (1)

ワンポイント 切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

切り口の線を書くときのルール

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

ＰからＱ，ＱからＲ，ＲからＰまで線を引いてＯＫです。

ＰＱは立方体の左の面，ＱＲは前の面，ＲＰは上の面に

あるからです。

頂点Ａをふくむ立体は，右の図のしゃ線のような三角すいに

なります。

底面を三角形ＡＲＰにすると，底面積は 6×6÷2＝ 18 (cm2)

です。

1
高さは 4 cmなので，体積は，18×4× ＝ 24 (cm3)です。

3

Ｑ

Ｐ

ＲＡ

Ｑ

Ｐ

ＲＡ

4cm

6cm

6cm
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シリーズ５下第１４回 くわしい解説

基本 2 (2)

ワンポイント 切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

切り口の線を書くときのルール

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

ＰからＱ，ＰからＲまで線を引いてＯＫです。

ＰＱは立方体の辺で，ＰＲは上の面にあるからです。

でも，ＱからＲは線を引いてはいけません。

立方体の内部を通るからです。

そこで，「平行な面は切り口の線も平行」というルールを

利用します。上の面と下の面は平行ですから，切り口の線

も平行になるように，Ｑから線を引きます。立方体の頂点

とぶつかった点をＳとすると，

ＳからＲまで線を引いてＯＫなので，四角形ができます。

この四角形で立方体を切ったときの，Ａをふくむ方の

立体の体積を求める問題ですが，Ａをふくむ方の立体と，

Ａをふくまない方の立体とは，まったく同じですから，

体積も同じです。

よってＡをふくむ立体の方は，立方体の体積の半分に

なりますから，6×6×6÷2＝ 108 (cm3)です。

Ｑ

Ｐ

Ｒ

Ａ

Ｑ

Ｐ

Ｒ

Ａ

Ｓ

Ｑ

Ｐ

Ｒ

Ａ

Ｓ

Ｑ

Ｐ

Ｒ

Ａ

Ｓ
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シリーズ５下第１４回 くわしい解説

基本 2 (3)

ワンポイント 切り口の線を書くときのルールがあります。しっかり身につけましょう。

切り口の線を書くときのルール

・切り口の線は立体の表面にできて内部を通らない。

・平行な平面にできる2本の切り口の線は平行になる。

・切り口の3つの線を延長すると 1点で交わる。

ＰからＱ，ＰからＲまで線を引いてＯＫです。

ＰＱは立方体の左の面，ＰＲは立方体の辺だからです。

でも，ＱからＲは線を引いてはいけません。

立方体の内部を通るからです。

ＰＲと平行なＱから線を引き，立方体の辺とぶつかった

点をＳとすると，

ＳとＲを結ぶことができて，四角形ができます。

Ａをふくまない方は，三角柱です。
、、、、、

この三角柱の底面積は，6×3÷2＝ 9 (cm2)ですから，この

三角柱の体積は，9×6＝ 54 (cm3)です。

よって，Ａをふくむ方の立体の体積は，立方体全体から

Ａをふくまない方の体積を引いた体積なので，

6×6×6－54＝216－54＝ 162 (cm3)です。

Ｑ

Ｐ Ｒ

Ａ

Ｑ

Ｐ Ｒ

Ａ

Ｓ

Ｑ

Ｐ Ｒ

Ａ

Ｓ

Ｑ

Ｐ Ｒ

Ａ

Ｓ3cm

6cm

6cm
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シリーズ５下第１４回 くわしい解説

基本 3 (1)

ワンポイント 「上から見る」「右から見る」「正面から見る」のどれかを利用します。

図の矢印の方向から太線部分を見ると，

立方体の左の面と右の面は平行になっているので，

2本の太線も平行になります。

右の図の★は 8－5＝ 3 (cm)なので，☆も3 cmです。

よってａは，12－3＝ 9 (cm)です。

ａ

8cm
5cm

見る

8cm 5cm
ａ12cm

8cm 5cm
ａ12cm★ ☆
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シリーズ５下第１４回 くわしい解説

基本 3 (2)

ワンポイント 「上から見る」「右から見る」「正面から見る」のどれかを利用します。

図の矢印の方向から太線部分を見ると，

立方体の左の面と右の面は平行になっているので，

2本の太線も平行になります。

右の図の★は，「横：たて」が，12：8＝ 3：2になっています。

☆も，「横：たて」が 3：2になりますから，6 cmが③，ｂが

②にあたります。

①あたり 6÷3＝ 2 (cm)ですから，②であるｂは，2×2＝ 4 (cm)です。

8cm 見る
ｂ

6cm

8cm
ｂ
6cm

12cm

8cm
ｂ
6cm

12cm

★
☆
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シリーズ５下第１４回 くわしい解説

基本 3 (3)

ワンポイント 「上から見る」「右から見る」「正面から見る」のどれかを利用します。

正面と後ろの面は平行ですから，右の図の 2本の太線も平行

です。

後ろの面にある太線は，「たて：横」が，8：12＝ 2：3です。

よって前の面にある太線も，「たて：横」は 2：3になります。

6 cmを②とすると，ｃは③にあたります。

①あたり，6÷2＝ 3 (cm)ですから，③にあたるｃは，3×3＝ 9 (cm)です。

また，左の面と右の面は平行ですから，図の 2本の太線も

平行です。

左の面にある太線は「たて：横」が，ア：イです。

ア＝ 12－6＝ 6 (cm)，イ＝ 12 cmですから，ア：イ＝ 6：12＝ 1：2です。

よって右の面にある太線も，「たて：横」は 1：2です。

ウ＝ 12－8＝ 4 (cm)ですから，ｄ＝ 4×2＝ 8 (cm)です。

これで，ｃ＝ 9 cm，ｄ＝ 8 cmであることがわかりました。

8cm

6cm

ｃ

ｄ

12cm

8cm

6cm

ｃ

ｄ

12cm

ア

イ

ウ
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シリーズ５下第１４回 くわしい解説

基本 4

ワンポイント 知っているとすごく役に立つ知識があります。

(1) このように直方体を切る問題では，「ＤＳ＋ＥＱ」

と，

「ＡＰ＋ＨＲ」が，等しいことを利用して問題を

解きます。

ＤＳ＝ＤＣ－ＣＳ＝ 10－7＝ 3 (cm)，ＥＱ＝ 4 cmですから，「ＤＳ＋ＥＱ」は，

3＋4＝ 7 (cm)です。

よって「ＡＰ＋ＨＲ」も 7 cmになり，ＡＰ＝ 2 cmですから，ＨＲ＝7－2＝ 5 (cm)です。

(2) 頂点Ａをふくむ立体の底面を，右の図のかげを

つけた正方形にします。底面積は，4×4＝ 16 (cm2)

です。

立体の高さは，「ＤＳとＥＱの平均」，または，

「ＡＰとＨＲの平均」にします。

(1)で，「ＤＳ＋ＥＱ」は7 cmであることがわかって

いますから，「ＤＳとＥＱの平均」は，7÷2＝ 3.5 (cm)

です。

底面積は 16 cm2で，高さは 3.5 cmですから，この立体の体積は，16×3.5＝ 56 (cm2)です。

Ｄ

Ｐ

Ｓ

Ｒ

Ｑ

Ａ

Ｅ
Ｈ

Ｄ

Ｐ

Ｓ

Ｒ

Ｑ

Ａ

Ｅ
Ｈ

Ｄ

Ｐ

Ｓ

Ｒ

Ｑ

Ａ

Ｅ
Ｈ

4cm

4cm

Ｄ

Ｐ

Ｓ

Ｒ

Ｑ

Ａ

Ｅ
Ｈ
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シリーズ５下第１４回 くわしい解説

練習 1 (1)

ワンポイント 上の面，下の面の切り口の辺をくらべます。

ＰからＱ，ＰからＲまで線を引いてＯＫです。

それぞれ左の面，上の面にあるからです。

ＱからＲまで線を引いてはいけません。

立体の内部を通るからです。

「面が平行なら，切り口の線も平行」ですから，

上の面に書いた切り口の線であるＰＲと平行に，

下の面にＱから線を引きます。

その線がＨＧと交わる点をＳとします。

ＳからＲまでは線を引いてＯＫです。

後ろの面にあるからです。

右の図のアは 9－3＝ 6 (cm)ですから，ＰＲの線は，

「たて：横」が，3：ア＝ 3：6＝ 1：2です。

平行ですから，ＱＳの線も，「たて：横」が，

1：2になっています。

イは 6－4＝ 2 (cm)ですから，ウであるＨＳの長さ

は，2×2＝ 4 (cm)です。

6cm

6cm

9cm

Ｐ

Ｒ

Ｑ

3cm
3cm

4cm

Ｈ

6cm

6cm

9cm

Ｐ

Ｒ

Ｑ

3cm
3cm

4cm

ＳＨ
Ｇ

Ｇ

6cm

6cm

9cm

Ｐ

Ｒ

Ｑ

3cm
3cm

4cm

ＳＨ
Ｇ

6cm

6cm

9cm

Ｐ

Ｒ

Ｑ

3cm
3cm

4cm

ＳＨ
Ｇ

ア

イ
ウ
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シリーズ５下第１４回 くわしい解説

練習 1 (2)

ワンポイント 「三角すい台」の体積は，「大三角すい－小三角すい」で求めます。

頂点Ｄをふくむ立体 の体積を求めます。

ＰＱ，ＤＨ，ＲＳをのばして として，ぶつかった点をＯとすると，

三角形ＤＯＲは のようになっているので，ＤＯの長さは 6×3＝ 18 (cm)，

(次のページへ)

Ｐ

Ｒ

Ｑ

3cm

ＳＨ

6cm

4cm2cm

Ｄ

6cm

Ｐ

Ｒ

Ｑ

3cm

ＳＨ

6cm

4cm2cm

Ｄ

Ｏ

6cm

Ｒ

ＳＨ

6cm

4cm

Ｄ

Ｏ

6cm

6cm

6cm

2cm
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シリーズ５下第１４回 くわしい解説

ＨＯの長さは 6×2＝ 12 (cm)です。

＝ －

1 1
＝ 6×3÷2×18× － 4×2÷2×12×

3 3

＝ 54－16

＝ 38 (cm3)

Ｐ

Ｒ

Ｑ

3cm

ＳＨ

6cm

4cm2cm

Ｄ

6cm

Ｐ

Ｒ
3cm

6cmＤ

Ｏ

18cm

Ｑ

ＳＨ 4cm
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シリーズ５下第１４回 くわしい解説

練習 2 (1)

ワンポイント 立体の高さは，「平均」にします。

ＤからＰ，ＰからＱは線を引いてＯＫです。

それぞれ左の面，下の面にあるからです。

ＤからＱは線を引いてはいけません。

立方体の内部を通っているからです。

ＥＰは 5 cmでＡＤは 6 cmですから，ＰよりＤの方が，

6－5＝ 1 (cm)だけ奥にあります。

よってＦＱ＝ 2 cmよりも 1 cmだけ奥になるように，

ＢＳ＝ 2＋1＝ 3 (cm)となるＳをとると，右の図のように

なります。

Ａをふくむ立体の底面積は正方形ＡＥＦＢなので，

6×6＝ 36 (cm2)です。

高さは，ＡＤとＦＱの平均なので，(6＋2)÷2＝ 4 (cm)です。

あるいは，ＥＰとＢＳの平均でもＯＫで，(5＋3)÷2＝ 4 (cm)です。

底面積は 36 cm2で高さは 4 cmですから，体積は 36×4＝ 144 (cm3)です。
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シリーズ５下第１４回 くわしい解説

練習 2 (2)

ワンポイント 「全小大差」という解き方をマスターしましょう。

この問題のような，「表面積の差」を求める問題の場合は，

① まず全体の表面積を求めます。

② 次に，小さい方の立体の表面積を求めます。

③ 大きい方の立体の表面積は，①から②を引くことによって

求められます。

④ ②で小さい方の立体の表面積，③で大きい方の立体の表面積

を求めたので，③から②を引くことによって差を求めることが

できます。

のように，「全小大差」という求め方で解きます。

ただし，①から④のどの表面積も，「切り口の面積」は無視してＯＫです。

① 全体の表面積は，1辺が 6 cmの立方体の表面積ですから，6×6×6＝ 216 (cm2)です。

② 小さい方の立体は，右の図のしゃ線部分の立体です。

6×6＋6×3÷2＋1×6÷2＋(1＋4)×6÷2＋(3＋4)×6÷2

後ろ 上 左 下 右

＝ 36＋9＋3＋15＋21

＝ 84 (cm2)

③ 大きい方の立体は，①全体の表面積である 216 cm2から，

②小さい方の表面積である 84 cm2を引くと求められますから，

216－84＝ 132 (cm2)です。

④ 小さい方の表面積は②で求めた84 cm2で，大きい方の表面積は③で求めた132 cm2です

から，表面積の差は，132－84＝ 48 (cm2)です。

注意 本当は，小さい方の表面積は 84 cm2ではなくて，「 84 cm2＋切り口の面積」で，

大きい方の表面積は 132 cm2ではなくて，「 132 cm2＋切り口の面積」ですが，切り口

の面積は共通なので，差は 132 cm2と 84 cm2の差で求めることができます。
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シリーズ５下第１４回 くわしい解説

練習 3

ワンポイント (1)だけだったら簡単な問題です。

(1) ＡからＣ，ＣからＦ，ＦからＡまで線を引くことができます。

すると，Ｂをふくむ方の立体は，三角すいです。

1
この三角すいの体積は，6×5÷2×8× ＝ 40 (cm3)です。

3

全体の直方体の体積は，5×6×8＝ 240 (cm3)ですから，

残りの立体の体積は，240－40＝ 200 (cm3)です。

(2) Ｄ，Ｍ，Ｆを通る平面で切ると，右の図のようになります。

Ｈをふくむ立体とＢをふくむ立体はまったく同じ立体です

から，体積はそれぞれ全体の半分になり，240÷2＝ 120 (cm3)

です。

(1)の切り口も重ねると右の図のようになり，

Ｂをふくむ立体とＨをふくむ立体を取りのぞくと右の図の

ようになります。

① 頂点は，Ａ，Ｃ，Ｄ，Ｍ，Ｆとあと1点ありますから，

全部で 6個の頂点があります。

② (1)で，直方体からＢを取りのぞいた残りの体積は 200 cm3でした。

さらに，Ｈをふくむ立体の体積である 120 cm3を取りのぞくのですから，残りの体

積は，200－120＝ 80 (cm3)です。
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ＣＤ

Ｅ Ｆ

Ｇ
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シリーズ５下第１４回 くわしい解説

練習 4 (1)

ワンポイント ゆかやかべごと切るイメージで。

ＰからＱまで線を引くことはできますが，

ＰからＤ，ＱからＤまで線を引くことは，

立体の内部を通ってしまうのでできません。

このような問題の場合は，ＰからＱまで

の切断を，ゆかごと切るイメージでザクッ

と切断します。

Ｄと，ＰＱを切断したときの両端の点を

結びます。

結んだ線とＡＥとが交わる点をＲとして，

ＡＲの長さを求めるのが(1)の問題です。

の部分はクロス形をしてい

て，30：20＝ 3：2ですから，

ＡＲ：ＲＥも 3：2です。

よってＡＲの長さは，30÷(3＋2)×3＝ 18 (cm)です。
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シリーズ５下第１４回 くわしい解説

練習 4 (2)

ワンポイント (1)がわかれば(2)は簡単ですが，計算が複雑なのでミスしやすいです。

(1)で，右の図のＡＲは 18 cmであることが

わかりました。

よって，ＲＥは 30－18＝ 12 (cm)です。

同じようにして，ＳＧも 12 cmです。

さらに右の図のようにＲからＰ，ＳからＱ

まで切り口の線を引くと，Ｈをふくむ方の立

体の体積は，三角すい「Ｄ－Ｈ☆★」から，

三角すい「Ｒ－Ｅ☆Ｐ」と，三角すい「Ｓ－

ＧＱ★」を引いた残りの体積を求めることに

なります。

1
三角すい「Ｄ－Ｈ☆★」の体積は，50×50÷2×30× ＝ 12500 (cm3)で，

3

1
三角すい「Ｒ－Ｅ☆Ｐ」の体積は，20×20÷2×12× ＝ 800 (cm3)で，

3

三角すい「Ｓ－ＧＱ★」の体積も，800 cm3です。

よって，Ｈをふくむ立体の体積は，12500－(800＋800)＝ 10900 (cm3)です。

Ｒ

Ｐ

Ａ

30cm

Ｂ

ＣＤ

Ｅ
Ｆ

Ｈ

Ｑ

10cm

Ｓ

Ｇ

☆

Ｒ

Ｐ

Ａ

30cm

Ｂ

ＣＤ

Ｅ
Ｆ

Ｈ

Ｑ

10cm

Ｓ

Ｇ
★


